平成２９年度　学校評価実施報告書（別添様式８－２）

学校名（朱雀中学校）
（１）「確かな学力」の育成に向けて
	重点目標
「自ら学習する力・自ら考え表現できる力を身につけさせる。」

	具体的な取組
・よんきゅう絆プロジェクトで作成した「９年間の『学び』」の系統を具現化するために，「主体的・対話的で深い学びをめざした授業づくり」に取り組む。
・本校の学習計画表（「明日を切り拓く」）の内容を精査し，教員と生徒で学習目標と学習内容を共有できるようにし，年間を通した活用を図る。
・教科会を軸に「主体的・対話的で深い学び」となる授業の構築について研修し，授業改善に取り組む。
・図書館活用を推進し，読書の推進だけでなく，図書館を活用した授業をすすめ，生徒自らが課題解決学習に取り組めるよう図っていく。


	（取組結果を検証する）各種指標
・先生の指示や説明は分かりやすい。
・授業の進め方は適切である。
・積極的に授業に参加できている。
・授業を受けるのが楽しみである。

	各種指標結果（１回目）
・全国学力調査（３年）の回答・結果で「授業がよくわかる」と肯定的に回答した生徒は国語は９０％、数学は５６％　２つの教科を比較しただけでも大きな差がある。

	自己評価
	分析（成果と課題）
「主体的・対話的で深い学びをめざした授業づくり」に取り組み、話し合い活動を習慣化している。しかし、全国学力調査や学習確認プログラムの結果は学年・教科に差が見られ、特に３年生の数学では課題解決のために授業改善が必要である。

	
	分析を踏まえた取組の改善
全国学力調査や学習確認プログラムの結果から、数学の落ち込みが見られる。基礎・基本の計算力を身につけさせるために授業の中で反復練習を徹底していく。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
社会の構造が急速に変化し、AI（人工知能）の進歩に伴い今まで当たり前であったことが、当たり前でなくなっている。現在学校で取り組んでいる、「主体的・対話的で深い学び」をめざした授業実践は、変容する社会の中でも子どもたちに必要な力となるはずであり継続して取り組んで欲しい。

	
	評価日　　平成２９年１０月２４日
	評価者　　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）　　　１２月実施　生徒による授業アンケートより
・「先生の指示や説明は分かりやすい」「授業の進め方は適切である」の項目に対しては学年・教科によって数値に違いはあるが概ね９５％以上の生徒が肯定的な回答をした。
・「積極的に授業に参加している」の項目に対しても多くの生徒が肯定的に回答しているが、３年生の数学・２年生の国語では２０％の生徒が否定的に回答した。
・「授業を受けるのが楽しみである」の項目に対しては、特に２年生の国語では肯定的な回答が５０％を下回っており大きな課題である。

	自己評価
	分析（成果と課題）
「主体的・対話的で深い学びをめざした授業づくり」に取り組み、各教科とも引き続き話し合い活動を習慣化している。学習確認プログラムも１年生・３年生は全般的に良い結果であると言えるが２年生では上記の指標に現れているよう、生徒にとって魅力的な授業実践に課題が残った。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・教科会を毎週のように実施し授業について積極的に意見交換している教科は総じて学習確認プログラムの結果が良く、年間数回の打ち合わせで終わっている教科についてはその逆であることが今年度は明らかであった。互いの授業を参観し、意見交換しながらよりよい授業実践につなげたい。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
・学校全体の雰囲気は良く、しっかりとした取組がなされていると感じている。２年生の指標の一部が低調（肯定的な回答が少ない）事は気になるが、２年生は所謂「中だるみの学年」と言われる中で、３年生に進級した段階で良い変化が生まれるのではないか。先生方の引き続きの努力にも期待したい。

	
	評価日　平成３０年２月１９日　　　
	評価者　　学校運営協議会



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標
「思いやりの心を育て，自らを律することのできる生徒とその集団を育てる」

	具体的な取組
・自分や仲間を大切にする思いやりの心を育てるために，「道徳の時間」や人権学習に計画的に取り組む。
・道徳的実践力を生徒に身につけさせるために，「道徳の時間」に限らず様々な教育活動を通して，自らを律することのできる生徒とその集団を形成していく。
・道徳の評価の研究（試行）を通して，生徒を「褒める・認める」ことから生徒の育ちを支援する。
・「人のために」行動することの素晴らしさを知り，そして見守り育ててくれてる地域との連携をすすめ，地域に貢献できる生徒を育てる。

	（取組結果を検証する）各種指標
・道徳の授業は，自分の生活を見直す機会となっている。
・友達との約束は守れている。
・ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがある。


	各種指標結果（１回目）
・休日参観時に道徳の授業公開を行った。保護者へのアンケートからは、「ねらい」を明らかにした授業が実践されている、発問など授業展開に工夫をしているという項目に対して肯定的な回答が大多数を占めていた。

	自己評価
	分析（成果と課題）
自分や仲間を大切にする思いやりの心を育てるために，「道徳の時間」や人権学習を今後も計画的に取り組んでいく。


	
	分析を踏まえた取組の改善
道徳的実践力を生徒に身につけさせるために，「道徳の時間」に限らず様々な日頃の教科授業、学校行事など教育活動の中で，自らを律することのできる生徒とその集団を形成していくことを全教職員が意識して取り組んでいく。


	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
道徳的実践力を生徒に身につけさせるために，「道徳の時間」はもとより、日常の教科授業、学校行事など教育活動の中で，自らを律することのできる生徒の育成に今後も取り組んで欲しい。


	
	評価日　　平成２９年１０月２４日
	評価者　　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
・「道徳の授業は，自分の生活を見直す機会となっている。」の項目に対しては、１年生は９５％、２年生は８０％、３年生は９０％の生徒が肯定的な回答をした。
・「友達との約束は守れている。」の項目に対しては、全学年の生徒の１００％近くが肯定的な回答をした。

	自己評価
	分析（成果と課題）
より良く生きるための基盤となる道徳の教科科を踏まえて、各学年とも授業の進め方や評価の仕方について議論を進めて実践してきた。その結果、多くの生徒が道徳の授業に対して肯定的な回答を残してくれたことは励みになる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
　　生徒一人一人が自分や仲間を大切にする思いやりの心を育てるために，「道徳の時間」や人権学習に計画的に取り組んでいる。また「道徳の時間」に限らず様々な教育活動を通して，自らを律することのできる生徒とその集団を形成していくことを目標に，生徒を「褒める・認める」ことを今後も継続していきたい。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
　先日、学校付近で部活動から下校中の朱雀中生徒が体調不良のお年寄りの方を見かけて、付近の家を探し無事に家まで送り届けた話を聞いた。心の優しい生徒に育っていると感動した。道徳の授業はもちろんだが、日々の教育活動で思いやりの心が育つ取組をこれからも継続して欲しい。

	
	評価日　　平成３０年２月１９日
	評価者　　学校運営協議会



（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
「運動することを通して，仲間と力を合わせてがんばる喜びを知るとともに，最後までやり通す態度を育てる」「健康管理の大切さや自分自身の身の安全を守るための態度を養う」

	具体的な取組
・体育学習および運動部活動，また地域の体育的行事を通して，積極的・主体的に運動に取り組み，生涯にわたってスポーツを楽しむ生徒を育てる。
・健康管理の大切さを理解して，望ましい生活習慣を送れる生徒を育てる。また，人権学習とも関連させて，自分自身の身を守れる生徒を育てる。
・社会に潜む危険から自分を守れる行動がとれるなど，自らを律することのできる生徒を育てるために，関係機関等との連携をすすめ，「薬物乱用防止教室」や「非行防止教室」などに取り組む。

	（取組結果を検証する）各種指標
・学校行事に積極的に参加していますか。
・部活動に楽しく意欲的に参加していますか。
・地域の行事に参加している。

	各種指標結果（１回目）
・体育大会の地域・保護者アンケートの項目、「生徒は、楽しく元気いっぱいに活動していた」に対して肯定的な意見が１００％であった。
・「地域行事に参加している」に対して生徒自身は肯定的な回答が３５％であった。

	自己評価
	分析（成果と課題）
学校行事や部活動が単に楽しいものだけで終わらずに、その活動を通して子どもたちにつけたい力を教職員が共有しながら今後も取組を進めたい。部活動との兼ね合いもあり、地域行事に対しての参加に課題が残る。

	
	分析を踏まえた取組の改善
１０月に開催される地域の運動会や１２月開催予定の適応マラソンなど，積極的・主体的に運動
に取り組み，生涯にわたってスポーツを楽しむ生徒を継続して育てる。
関係機関等との連携をすすめ，「薬物乱用防止教室」を開催する。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
体育大会を参観したが、昨年度から若干内容をリニューアルしており、先生方の努力を感じる。子どもたちにつけたい力を意識した取組となるようにこれからも工夫を続けて欲しい。

	
	評価日　　平成２９年１０月２４日
	評価者　　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
・「学校行事に積極的に参加していますか。」の項目に対しては、全学年とも９０％の生徒が肯定的な回答をした。
・「地域の行事に参加している。」に対しては肯定的な回答が１年生では６２％、２年生では５７％、３年生では３１％であった。

	自己評価
	分析（成果と課題）
学校行事については、自己存在感を実感して自己肯定感の高まる取組になるように意識している。肯定的な回答結果が大多数で次年度以降の取組の参考にしたい。


	
	分析を踏まえた取組の改善
　本校だけの課題ではないが、学年が上がるにつれて地域行事への参加意欲が下がっている。部活動指導の教職員からも呼びかけを一層進めたい。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
　各種の行事については、生徒がいきいきとした表情で楽しそうにしている姿が印象的である。地域行事は部活動との関係も有り、中学生の参加が少ないことが残念であるが地域からも積極的に声をかけていきたい。

	
	評価日　　平成３０年２月１９日
	評価者　　学校運営協議会














（４）学校独自の取組
	重点目標
生徒の自己指導力を高める

	具体的な取組
[bookmark: _GoBack]・学力向上にも密接な関係のある，生徒の自己指導力を高める為に，教職員は常に生徒たちの「長所」を視点として全ての教育活動に取り組む。あらゆる教育活動の中で，自己存在感の得られる場・共感的人間関係を構築できる場・生徒自身が自己決定できる場を設定する。

	（取組結果を検証する）各種指標
・自分にはよいところがあると思う。
・学校のルールを守って，学校生活を送れている。
・学校は楽しい。

	各種指標結果（１回目）
全国学力調査（３年生）生徒質問紙結果では、「自分には良いところがある」に対して肯定的な回答は７０％、「学校は楽しい」に対して肯定的な回答は８５％、「学校のルールを守っている」に対して肯定的な回答は９５％であった。

	自己評価
	分析（成果と課題）
あらゆる教育活動の中で，自己存在感の得られる場・共感的人間関係を構築できる場・生徒自身が自己決定できる場の設定を意識して取り組んでいるが、アンケート結果から生徒の自己有用感はまだ十分に高いとは言えない。

	
	分析を踏まえた取組の改善
生徒の自己指導力を高める為に，教職員は引き続き生徒たちの「長所」を視点として全ての教育活動に取り組む。自己存在感の得られる場・共感的人間関係を構築できる場・生徒自身が自己決定できる場を教育活動の中で意識して設定する。


	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
学校を訪問した際に、大きな声で「こんにちは」と挨拶をしてくれる生徒が多くなった。また、高齢者を気遣う態度を見せてくれる生徒も多く嬉しく感じる。生徒達の自己有用感を高める取組を実践して、心優しい子どもたちの育成に今後も取り組んで欲しい。

	
	評価日　　平成２９年１０月２４日
	評価者　　学校運営協議会

	各種指標結果（２回目）
・「自分にはよいところがあると思う。」の項目に対しては１年生が９０％、２年生が６７％、３年生が８３％肯定的な回答をした。
・「学校のルールを守って，学校生活を送れている。」の項目に対しては１年生が９９％、２年生が９６％、３年生が９８％肯定的な回答をした。
・「学校は楽しい。」の項目に対しては１年生が９８％、２年生が８０％、３年生が８８％が肯定的な回答をした。

	自己評価
	分析（成果と課題）
　いずれの項目に対しても概ね高い数値であったが、２年生については他学年と比較して自己肯定感や学校への満足感がやや低い。小学校時にさまざまなトラブル（いじめ等）を経験したことも一因であるかもしれない。

	
	分析を踏まえた取組の改善
　今後も継続して生徒の自己指導力を高める為に，教職員は生徒たちの「長所」を視点として全ての教育活動に取り組む。一人一人の生徒を徹底的に大切にする教育実践を継続していきたい。

	学校関係者評価
	学校関係者による意見・支援策
地域での生徒の様子や学校を訪問した際にも挨拶ができて表情の良い生徒ばかりである。高齢者を気遣う態度を見せてくれる生徒も多く嬉しく感じる。先生方はご苦労が多いと思うが生徒達の自己有用感を高める取組を実践して、心優しい子どもたちの育成に今後も取り組んで欲しい。

	
	評価日　　平成３０年２月１９日
	評価者　　学校運営協議会



